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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート

整理番号 98－17 官報公示

整理番号
4－13 CAS番号 92－52－4

名　　称

ビフェニル

別名：フェニルベンゼン

ジフェニル

構 造 式

分 子 式 C12H10 分 子 量 154.21

市場で流通している商品(代表例)1)

純　度　　　　　：99.9％以上
不純物　　　　　：メチルビフェニル

添加剤又は安定剤：無添加

1. 物理・化学的性状データ

　外 観：白色結晶2)

　融 点：69-71℃3, 4, 5)

　沸 点：254-255℃3, 5)

　引 火 点：113℃(c.c.)2)

　発 火 点：540℃2)

　爆発限界：3.4～14.5 ％2)

　比　　　重：d4
20 1.0416)

　蒸気密度：5.32(空気 = 1)

　蒸 気 圧：1.19 Pa(8.93×10-3 mmHg)(25℃)6)、113 Pa(1 mmHg)(71℃)2, 6)

　分配係数：log Pow；4.01(実測値)7)、4.03(計算値)7)

　加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし

　解離定数：解離基なし

　スペクトル：主要マススペクトルフラグメント

m/z　154(基準ピーク, 1.0 )、76(0.26)、51(0.11)

　吸脱着性：土壌吸着係数 Koc = 870～3,3006)

　粒度分布：該当せず

溶 解 性：ビフェニル／水；7.5 mg l(25℃)8)

アルコール、エーテル、ベンゼンなどの有機溶媒に可溶。

　換算係数：1 ppm = 6.41 mg/m3

  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.156 ppm
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2. 発生源・暴露レベル

製造量等：平成 8年度　769 t(製造　764 t　　輸入　5 t)9)

放出・暴露量：文献なし

用　　途：熱媒体(60％)、酸化防止剤原料(20％)、樹脂原料及び樹脂改質材(20％)1)

3. 環境運命

1) 分解性

好気的

良分解10)　(化審法)

試験期間 被験物質 活性汚泥

2週間 100 mg l 30 mg l

BODから算出した分解度
66％

嫌気的

報告なし

非生物的

OHラジカルとの反応性

対流圏大気中の OH ラジカルとの反応の速度定数として、5.8、8.1、8.5×10-12 cm3/

分子・secが報告されている11)。これらの値の平均値 7.5×10-12 cm3/分子・secを速度定

数とし、OHラジカル濃度を 5.0×105～1×106分子/cm3とした時の対流圏大気中での半

減期は、1.1～2.1日と計算される。

2) 濃縮性

　以下の濃縮倍率(BCF)が報告されている。

　 緑藻(Chlorella fusca) : BCF = 2,70011)

   軟体動物(Mytilus edulis) : BCF = 56.811)

   ウグイ(Leuciscus idus) : BCF = 28012)

3) 環境分布・モニタリングデータ13)

検 出 例 と 検 出 範 囲
水質 ppb 底質 ppb 魚類 ppm その他

実

施

年

度
(昭)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

B/A
検出範囲

(検出限界)

51
0/68
－

 (0.2～10)

0/50
－

(50～1000)

0/20
－

(0.04～0.25)
調査データなし

       B/Aは検出数／検体数を表す。
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4. 生態毒性データ

分類 生物名
LC50(mg l)

(暴露時間)

EC50(mg l)

(暴露時間) : 影響指標

OECD
分類基準(案)14)

藻類 Chlorella
 vulgaris11,12)

 (クロレラ)

 3.86(3-h) : 増殖阻害  (toxic)

甲殻類 Daphnia magna11,12)

 (オオミジンコ)
Daphnia magna11)

 (オオミジンコ)

－

 0.36(48-h)

 2.1(48-h) : 遊泳阻害

－

 toxic

 (very toxic)

魚類 Oncorhynchus
 mykiss11,12)

 (ニジマス)
Lepomis
 macrochirus11,12)

 (ブルーギル)
Cyprinodon
 variegatus11,12)

(シープスヘッドミノー)

 1.5(96-h)

 4.7(96-h)

 4.6(96-h)

 toxic

 toxic

 分類基準なし

　　　　　　　　－　　　：デ－タなし

　　　　　　(　　)内分類：OECDの分類基準値が適用できると仮定した時の分類

　　　　　　分類基準なし：試験生物種がOECD 分類基準の推奨生物種以外
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5. ほ乳動物毒性データ

1) 急性毒性6, 11, 15, 16, 17, 18,  19,  20,  21)

マウス ラット ウサギ ネコ

経口 LD50 1,900 mg/kg 2,400-5,040 mg/kg 2,400 mg/kg ＞2,600 mg/kg

吸入 LC50 ＞43 ppm(4h) － － －

経皮 LD50 － － 2,500-5,010 mg/kg＜ －

静脈内 LD50 56 mg/kg － － －

マウスを 4時間吸入暴露した実験でLC50は＞43 ppmとされ、反応性の亢進と呼吸困難

がみられる21)。

ラットに経口投与した実験では呼吸数の増加、流涙、食欲不振、体重減少、筋力低下

がみられ、昏睡を伴う死亡が投与 2時間後から 18日までにみられる。病理所見には心筋

炎、肝炎､腎炎､肺炎がみられる6, 11, 19)。

ウサギに致死量を単回経口投与した実験で、呼吸数の増加、流涙、食欲不振､体重減少､

衰弱､動揺､呼吸困難､昏睡を経て死亡に至り、病理所見としては肝臓の脂肪変性と重度の

腎炎がみられている。死亡に至らなかった動物では肺のうっ血､水腫、炎症像がみられ、

後肢に軽度の麻痺がみられた例もある16)。

2) 刺激性・腐食性

ウサギの眼に 100 mgを点眼した実験で軽度の刺激性を示す15, 19)。

ウサギの皮膚に本物質の 25％オリーブ油溶液を 0.5 g/kg/day、5日/週で 4週間反復適用

した実験で累積刺激性は示さない6, 16, 19, 20)。

3) 感作性

報告なし。

4) 反復投与毒性

(1) 経口投与

ラットに 75、375、750 mg/kg/day相当量を 26日間混餌投与した実験で、375 mg/kg/day

以上で尿量増加、尿の混濁、潜血がみられている11)。

ラットに 252 mg/kg/day相当量を 8週間混餌投与した実験で、体重増加の抑制、尿沈渣

中の小結石、病理組織学的検査における膀胱上皮の過形成がみられている11)。

ラットに 0.5％の濃度で 60 日間混餌投与した実験で、尿量増加、腎臓の尿細管の拡張

がみられている6)。

ラットに 75、188、375 mg/kg/day相当量を 165日間混餌投与した実験で、375 mg/kg/day

で尿量増加、尿の混濁、尿細管の拡張がみられている11)。

ラットに 250、450 mg/kg/day相当量を 2ヵ月間混餌投与した実験で、肝実質及び腎実

質の変性、甲状腺及び上皮小体の機能亢進がみられている11)。

ラットに 375 mg/kg/day相当量を 24週間混餌投与した実験で、体重増加抑制、腎臓相
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対重量の増加、腎臓の髄質のカルシウム沈着、膀胱の粘膜上皮の過形成がみられている11)。

ラットに 375 mg/kg/day相当量を 36週間混餌投与した実験で、体重増加抑制、尿の pH

値の上昇、尿中ナトリウム量の増加、尿の混濁、膀胱結石がみられている11)。

ラットに 0.75、3.75、7.5、37.5、75、375、750 mg/kg/day相当量を 2年間混餌投与した

実験で、375 mg/kg/day以上で生存率の低下、体重増加抑制、摂餌量の減少、ヘモグロビ

ン濃度の減少、肝臓、腎臓の重量増加、腎臓のリンパ球浸潤、尿細管の萎縮、拡張、腎

盂結石がみられている11)。

ウサギに 1,000 mg/kg/dayを 2-3日/週×5-20週間強制経口投与した実験で、死亡がみら

れている11)。

サルに 0.01、0.1、1％の濃度で 1年間混餌投与した実験で、1％で肝臓重量の増加がみ

られている11)。

(2) 吸入暴露

マウスをゼオライトにビフェニルを 50％吸着させた粉塵 5 mg/m3に 7時間/日×5日/週

×62日間暴露した実験で、死亡、呼吸困難、上部気道の炎症がみられている11, 16, 19)。

ラット及びウサギをゼオライトにビフェニルを 50％吸着させた粉塵 5、40、300 mg/m3

に 7時間/日×5日/週×64日間暴露した実験で、ラットでは 40 mg/m3以上で死亡、鼻粘膜

の炎症、300 mg/m3で努力呼吸、体重増加抑制、剖検で肺、肝臓、腎臓に障害がみられ、

NOELは 5 mg/m3とされている。ウサギでは影響はみられていない6, 11, 16, 19, 20)。

(3) 経皮投与

ラットに 500 mg/kg/dayを 2時間/日×5日/週×20日間投与した実験で、死亡と脾臓の

変化がみられている11)。

5) 変異原性・遺伝毒性

試験方法 使用細胞種・動物種 結果*

ネズミチフス菌 TA97、TA98、TA100、

TA102、TA1979、TA1532、TA1535、TA1538、

TA1978、TA2636  S9(+/-) 6, 11, 18, 22)

TA92、TA94  S9(+)11)

大腸菌

WP2、WP2 uvrA-、WP2 uvrA S9(+/-)11)

－

復帰突然変異試験

ネズミチフス菌 TA98  S9(+)22) ＋

CHL細胞、20 lm/gµ 11)、60 lm/gµ 11)、

125 lm/gµ 11, 18)  S9(-) －

CHL細胞、20 lm/gµ 11)  S9(+) ＋

in vitro

染色体異常試験

チャイニーズハムスターDON 細胞、
15.4-154 lm/gµ 11)  S9(-) －
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試験方法 使用細胞種・動物種 結果*
CHL細胞、100 l/molµ 15)

＋姉妹染色分体交換試験

CHL細胞  S9(-)11)

チャイニーズハムスターDON 細胞、
15.4-154 lm/gµ   S9(-)11)

－

L5178Y 細胞(TK+/-)、61 lm/gµ   S9(-)11)
－マウスリンフォーマ試験

L5178Y 細胞(TK+/-)、61 lm/gµ   S9(+)11)
＋

不定期DNA 合成試験 ラット初代培養肝細胞、

15.4 µg/ml11)、154.2 lm/gµ 11)  S9(+)11)

ヒト肺線維芽細胞 WI-38  S9(+/-)11)

－

DNA傷害試験 大腸菌 PQ37、2.4-154 lm/gµ   S9(+/-)11)

ヒト繊維芽細胞、15.4 lm/gµ   S9(-)11) －

in vitro

DNA修復試験 枯草菌  S9(-)11) －

不定期DNA 合成試験 ラット、4週間経口投与15) ＋in vivo

染色体異常試験 ラット骨髄細胞、吸入暴露、

10-50 ppm、7時間/日×5日/週21)
－

*－：陰性　＋：陽性

ネズミチフス菌 TA98を用いた復帰突然変異試験では陰性、陽性それぞれの結果が報告

されている。

6) 発がん性

(1) 経口投与

雌雄のBDF1マウスに 0.0667、0.2、0.6％の濃度で 104週間混餌投与した実験では、雌

で肝細胞腺腫及び癌の発生率が増加している23, 24)。

雌雄の F344 ラットに 0.05、0.15、0.45％の濃度で 104週間混餌投与した実験では、雄

の 0.45％で膀胱の移行上皮乳頭腫及び癌が発生している23, 24)。

(2) プロモーション試験

雄の F344 ラットに N-ブチル-N-(4-ヒドロキシブチル)ニトロサミンを 0.05％で 4週間

飲水投与後、ビフェニルを 375 mg/kg/day相当量で 32週間混餌投与した実験では、膀胱

の過形成、乳頭腫及び癌の発生率が有意に増加し、プロモーター活性が認められている11)。

7) 生殖・発生毒性

(1) 経口投与

ラットに 125、250、500、及び 1,000 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目までの 10日間

に投与した実験で、1,000 mg/kg/dayで母動物に死亡がみられ、胎児体重が低値を示してい

る6, 11)。

雌雄ラットに 75、375 mg/kg/day相当量を混餌投与した 1世代繁殖試験では生殖能に異常
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は認められていない11)。

雄ラットに 0.5、1.0及び 10 µg/kg/dayを 6ヵ月間投与した実験で、1.0 µg/kg/day以上で精

子の運動性が低下しているが、精巣重量及び精子の生存性に変化はみられていない11)。

6. ヒトへの影響

1) 急性影響

眼、皮膚、粘膜に対し弱い刺激性を示し、皮膚への繰り返しの接触で皮膚炎を生じる19)。

2) 慢性影響

フランスの製紙工場のビフェニル含浸工程でビフェニル蒸気に暴露された労働者にお

いて一過性の吐き気、嘔吐及び気管支炎が報告されている20)。

フィンランドの製紙工場のビフェニル含浸工程(空気中のビフェニル濃度は 1959 年は

4.4-128 mg/m3、1970年は 0.6-123 mg/m3)の労働者では中枢及び末梢神経の障害、肝障害が

報告されている。また、同じ工程で暴露された 24人の労働者では 10人に頻発する脳波の

異常がみられ、筋電図異常を示す 9人の労働者の内、7人は筋の振戦、1 人は乳児の脊椎

筋萎縮に似た律節運動を伴う筋線維束攣縮がみられている20)。

ビフェニル含浸紙を使う包装工場に 25年間勤めた 46歳の女性の例では、血清中のAST、

ALT、ALP、γ-GTPの上昇がみられ、肝臓の門脈域や小葉における好酸球の増加を伴う炎

症性浸潤が観察され、慢性肝炎に一致した変化が報告されている25)。

約 123 mg/m3のビフェニル蒸気あるいはダストに 10年間暴露された 33人の労働者中 22

人に頭痛、疲労、吐気、下痢及び多発性神経炎がみられ、死亡した一人では腹水、足の浮

腫、脳障害、血中トランスアミナーゼの上昇が報告されている。また肝臓の壊死、心筋の

変性、脳の水腫と神経細胞の変性がみられている6, 18)。

11年間ビフェニルに暴露され、死亡した労働者では肝臓の黄色萎縮及び腎臓の変性がみ

られている。

なお、本物質は保存料(防ばい剤)として食品添加物に指定されているが使用制限があり

紙片に浸透させて使用する場合に限られている26)。また、FAOとWHOは一日許容摂取量

を 0-0.05 mg/kg/dayとしている27)。
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3) 発がん性28, 29, 30)

機　関 分　類 基　準

EPA(1996年) グループ D ヒトに対する発がん性については分類できない物質。

EU(1996年) － 1996年現在発がん性について評価されていない。

NTP(1994年) 1996年現在発がん性について評価されていない。

IARC(1996年) － 1996年現在発がん性について評価されていない。

ACGIH(1997年) － 1997年現在発がん性について評価されていない。

日本産業衛生学会(1998年) － 1998年現在発がん性について評価されていない。

ヒトでの発がん性に関する報告はない。

4) 許容濃度29, 30)

機関名 許容濃度 経皮吸収性

ACGIH(1997年) 0.2 ppm(1.3 mg/m3) －

日本産業衛生学会(1998年) 記載なし －

7. 生体内運命

ビフェニルは経口、吸入、経皮のいずれの経路からも吸収される。排泄は主に尿中へ代

謝物の形で行われ、未変化体のまま呼気や尿中に排泄されることはない。ラットに 1％を

混餌投与した実験では、4-ヒドロキシ体(30％)とそのグルクロン酸抱合体(18.4％)、4,4’-

ジヒドロキシ体(3.1％)及び 4-ジフェニルメルカプツール酸(1.3％)が尿中に検出されてい

る。その他、少量の代謝物としてモノ、ジ、トリ-ヒドロキシメトキシ体、ジヒドロジオー

ル体、ヒドロキシジヒドロジオール体がみられている11, 16, 20, 21)。

8. 分　類(OECD分類基準・案14))

1) ほ乳動物に対する急性毒性は、経口投与ではマウスでクラス 4、ラット､ウサギ及びネコ

でクラス 5、吸入暴露ではマウスでクラス 2、経皮投与ではウサギでクラス 5に分類され

る。

2) 水圏環境生物に対する急性毒性は、藻類に対しては toxic に該当し、甲殻類及び魚類に対

しては toxic に分類される。

9. 総合評価

1) 危険有害性の要約
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ビフェニルは眼、皮膚、粘膜に対し弱い刺激性を示す。本物質に暴露された労働者では

頭痛、吐気、嘔吐や中枢及び末梢神経の障害、脳波の異常がみられる他、肝臓及び腎臓の

変性、心筋の変性、脳水腫、神経細胞の変性が報告されている。実験動物では眼、鼻粘膜

に対する刺激性がみられる。急性影響として呼吸困難、筋力低下、軽度の麻痺のほか心筋、

肝臓、腎臓、肺で炎症や変性がみられている。反復投与では経口投与で腎臓、膀胱への影

響がみられたほか、肝臓、甲状腺への影響もみられる。変異原性については陰性と陽性の

結果が相半ばしている。発がん性についてはヒトでは報告はないが、実験動物ではマウス

で肝細胞腺腫及び癌、ラットで膀胱の移行上皮乳頭腫及び癌が発生しており、ラットで膀

胱の乳頭腫及び癌に対するプロモーター活性も認められている。生殖毒性では胎児体重の

低値と精子の生存率の低下が報告されているが奇形はみられていない。なお、本物質は保

存料として認められている食品添加物である。

本物質は環境中に放出された場合、物理化学的性状から考えて主として水圏及び底質中

に分布するものと予想される。水圏では主として生分解により分解される。大気中では

OH ラジカルとの反応による分解が関与しており、半減期は数日以内と報告されている。

環境庁のモニタリングデータではこれまでに環境中から検出されたことはない。水圏環境

生物に対する急性毒性は、toxic である。

2) 指摘事項

(1) ヒトで肝臓、腎臓、心筋、中枢及び末梢神経系に対する障害がみられている。

(2) マウスで肝細胞腺腫及び癌、ラットで膀胱の移行上皮乳頭腫及び癌、扁平上皮乳頭腫及

び癌の発生と、ラットの膀胱癌に対するプロモーター活性が認められている。

(3) 実験動物で反復投与による腎臓・肝臓への影響や、上部気道の炎症がみられている。

平成 11年 2月作成
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生態毒性図
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動物種・系統 投与経路 試験条件 試験結果(腫瘍部位、発生頻度、タイプなど) 文献

マウス
(BDF1)

経口

(混餌)

用量：0.0667、0.2、0.6％
投与期間：104週間

                           雌              
(％)             0   0.0667   0.2    0.6   
肝臓

肝細胞腺腫　　2/50   3/50  12/50  10/49
肝細胞癌　　  1/50   5/50   7/50   5/49

1),  2)

ラット
(F344)

経口

(混餌)

用量：0.05、0.15、0.45％
投与期間：104週間

                               雌             
(％)                 0    0.05   0.15   0.45   
膀胱

移行上皮乳頭腫　　0/50   0/50   0/50  10/50
移行上皮癌　　　　0/50   0/50   0/50  24/50
扁平上皮乳頭腫　　0/50   0/50   0/50   1/50
扁平上皮癌　　　　0/50   0/50   0/50   1/50

1),  2)

ラット
(F344、雄)

経口

(混餌)

用量：

 対照群①
   (イニシエーションなし +
   ビフェニル 375 mg/kg/day)
 対照群②
   (BBN 0.05％ +
   プロモーションなし)
 投与群
   (BBN 0.05％ +
   ビフェニル 375 mg/kg/day)
投与期間：イニシエーション 4週間 +
          プロモーション 32週間

                      雄 　　           
          対照群①  対照群②  投与群   
膀胱

過形成　　0/21      6/24     17/18
乳頭腫　　0/21      3/24     15/18
癌　　　　0/21      0/24     11/18

3)

引用文献： 1)　平成8年11月5日, 労働省基発第651号の2(1996).
　　　　　 2)　中央労働災害防止協会 , 安全衛生通信 , 524, 5-12(1997).
　　　　　 3)　BUA Report, 50(1990).

ほ乳動物毒性シート（発がん性）
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反復投与 発がん

ラット サル マウス ラット

% 60d 1y 104w 104w

1

0.1

0.01

●0.5

尿量増加、腎臓の尿細

管の拡張

●1

肝臓重量の増加

●0.6

肝細胞腺腫及び癌

●0.0667

●0.45

膀胱の移行上皮乳頭

腫及び癌、扁平上皮

乳頭腫及び癌

●0.05

ほ乳動物毒性図（経口投与）
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反復投与 生殖・発生

ラット ラット ラット ラット ラット ラット

mg/kg/day 26d 8w 2m 2y 10d

1,000

100

10

●750

尿量増加、尿の混濁、

潜血

●375

●252

体重増加抑制、小結

石、膀胱上皮過形成

●450

肝・腎実質変性、甲状

腺・上皮小体機能亢進

●250

●375

尿量増加、混濁、尿細

管拡張(165d)、体重増

加抑制、腎重量増加、

Ca 沈着、膀胱粘膜上

皮過形成(24w)

●750

Hb減少、肝・腎臓重

量増加、尿細管萎縮、

拡張、腎盂結石

●375

●1,000

母動物死亡、胎児体重

低値

ほ乳動物毒性図（経口投与）
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反復投与 許容濃度

マウス ラット

mg/m3 7h/d×5d/w×62d 7h/d×5d/w×64d

100

10

●5

死亡、呼吸困難、上部気道の

炎症

● 300

努力呼吸、体重増加抑制、

剖検で肺、肝臓、腎臓に

障害

● 40

死亡、鼻粘膜炎症

○5 NOEL

◎1.3 ACGIH

ほ乳動物毒性図（吸入暴露）


